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要約 

 昨今の献血事業は，献血者数減少が問題とされている．本研究は，献血未経験者に献血に

関する知識を提供することが，献血促進に及ぼす影響について焦点を当てている．加えて本

研究では，献血と同じ援助行動である寄付行動に含まれる要素の 1 つである透明性が，献血

行動においても適用されるかどうかを検討した．献血未経験者は，献血に対する知識を身に

つけることによって献血意欲を高め，また献血未経験者は，献血血液の使い道を知ることに

よって献血意欲を高めるという仮説を基に分析を行った．仮説を支持する結果は得られなか

ったが，これまで献血教育を受ける機会が少なかった若年層の献血行動を，どのように促進

するかという研究の足がかりになった．今後は，献血教育に視覚的な情報以外の工夫を施す

べく，献血に対する意思決定の詳細な理由を明らかにする研究を行うことで，献血意欲を促

すための示唆が得られると考える． 
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1．イントロダクション  

1．1．献血の現状 

 昨今の献血事業は，献血者数減少が問題とされている．新型コロナウイルス感染症の影響

もあり，献血協力者の確保が難しい状況になっており，厚生労働省(2019)は「2025 年度には

最大で 65 万人の献血者が不足する」との試算を公表している． 

 

1．2．若年層へのアプローチ 

 我が国では，少子高齢化の影響により，主に輸血を必要とする高齢者層が増加し，若い世

代が減少している． 10 代～30 代の若年層の献血者数はこの 10 年間で約 32％減少しており

(日本赤十字社，2023)，このまま減少が進んでいくと，血液の安定供給に支障をきたす恐れ

がある．少子高齢化が及ぼす献血事業への影響を踏まえると，将来の献血を支える人々，と

りわけ，若年層の献血者をいかに増やすかが，これまで以上に重要となっている．実際に厚

生労働省の目標として「献血推進 2025」があり，「重点的な取組みについて」においても，

若年層を対象とする施策が掲げられている． 

 

1．3．献血の知識 

 若年層献血意識に関する調査(厚生労働省，2006)によると，献血を敬遠する理由として，

「針を刺すのが痛くて嫌だから」，「なんとなく不安だから」，「恐怖心」が上位に上がっ

てきている．我々はこの中でも「なんとなく不安」に関して，献血についての知識が不足し

ていることが影響しているのではないかと推測する．献血についての知識が不足している要

因として，１つは，献血に対する教育の場が少ないことが挙げられる．眞壁(2019)では，若

年層に対し献血の必要性や実施の機会について，若年層が利用することの多い教育機関など

を通して積極的に情報提供する必要性があると述べられている．また，献血に関する情報を

目にしても，その内容が詳細に伝わりにくいことも要因であると考える．眞壁・大川・安

本・根来・上野(2019)において，献血未経験者の献血情報入手方法は，ポスターが約半数を

占めていることが明らかになっている．街頭で多くの人の目に触れるポスターが情報源にな

っているが，ポスターから得られる情報は少なく，献血行動には繋がっていないと考える．

そこで本研究は，「なんとなく不安」の部分を知識を身につけてもらうことで解消し，献血

促進へ繋げたい． 

 

1．4．献血行動と寄付行動 

 更に本研究では，瓜生原(2020)において献血と同様に援助行動の一種として挙げられてい

る，寄付行動に着目した．日本ファンドレイジング協会（2013）・鶏尾（2014）では，寄付



行動において，「共感性」，「透明性」，「簡便性」の３つを寄付先を選ぶ際に重視してい

る要素として挙げている．また，内閣府（2014）は，活動内容や資金の使途について情報開

示を徹底し，透明性を高めることが寄付文化の醸成に繋がると提唱している．献血において

も，血液の使い道がわからないことが献血行動を抑制している要因の１つであると推測し，

献血行動の促進のために，献血血液の使途を明確にすることが重要であると考える． 

 

1．5．仮説 

 瓜生原（2019）では，臓器提供の意欲に対して，知識を身につけることで臓器提供の意欲

が向上することが示されている．臓器提供，献血，寄付が含まれる援助行動は，提供行動と

も言われており，自分の損失を顧みず他者の利益を図ること，すなわち利他性と深く関連し

ている（瓜生原，2020）．本研究では臓器提供と同様に，対象の知識を身につけることが献

血意欲向上に繋がると考え，仮説 1 を設定した． 

 また，知識教育効果の検証に加え，同じ援助行動である寄付行動の透明性が献血行動にお

いても適用されるかどうかを検討した．大橋（2011）は，寄付文化を更に高めるためには，

寄付金の使い道を明確にすることが重要であると述べている．加えて二瓶・増子(2020)で

は，寄付金を有効に使ってもらうことの透明性を参加者に提供することで寄付額の増加に繋

がることが示されている．それらが献血行動にも同様の結果をもたらすと考え，更に教育と

透明性の相乗効果を観察する． 

 

以上を踏まえ，以下の仮説を設定した． 

 

仮説 1：献血未経験者は，献血に対する知識を身につけることによって献血意欲を高める． 

仮説 2：献血未経験者は，献血血液の使い道を知ることによって献血意欲を高める．  

 

2．サーベイ実験  

2．1．実施期間・参加者数  

実験実施期間は，2023 年 8 月 5 日から 2023 年 8 月 16 日の 12 日間であり，最終的な有

効回答数は 10 代から 20 代の若者，80 名（男性 35 名，女性 43 名，その他 2 名）となっ

た．この有効回答数には献血経験者も含まれており，分析では未経験者のデータを使用し

ている． 

 

 

 



2．2．手続き 

 実験は web 調査サイト Google Forms を用いて行った．本実験で参加者に提示した情報は全

て日本赤十字社が掲載している「献血事業紹介パンフレット（令和 5 年版）」を参考にし

た．初めに，献血方法の手順についての情報を伝達した群，献血方法の手順と血液の使い道

についての情報を伝達した群，献血情報を伝達しない群の３群にわかれ，献血経験の有無と

献血に対するイメージについて質問をした．その後献血情報の提示を行い，献血に関する知

識量と献血意思の関係性をみるため，献血に関するテストに移った．また，遠藤・加治・村

上・田中・竹内（2015）より，情報はデジタルリーフレット形式で提示された．テスト答案

後に事後アンケートを行い，献血意思を測る設問と実験参加者にとって有益であった献血情

報，そしてその情報が有益だと思った理由について尋ねた．最後に個人属性を集計し，実験

を終了した． 

 

3．結果 

3.1 記述統計 

 以下に，統制群と非統制群の記述統計を示す（表１）． 

3.2 検定 

 まず，統制群と非統制群の献血意思の正規性を確認する目的で，シャピロ・ウィルク検定

を行った．この結果，複数の群に正規性がみられなかったため，クラシカル・ウォリス検定

を用いて３群間に差があるのか検定を行った（表２）．検定の結果，5％水準において，統制

群と非統制群の３群間で参加者の献血意思に有意差は見られなかった（p<0.736）．３群間に

差がなかったことより，仮説１「献血未経験者は，献血に対する知識を身につけることによ

って献血意欲を高める．」と仮説２「献血未経験者は，献血血液の使い道を知ることによっ

て献血意欲を高める．」という２つの仮説はどちらも棄却された． 



 

4．考察  

 まず，仮説１に関して，眞壁・大川・安本・根来・上野（2019）より，献血に対する知識

が充分でないことや，Shulz et al ．（2000）より，知識不足を補うことで態度がポジティ

ブになることから，「献血未経験者は，献血に対する知識を身につけることによって献血意

欲を高める．」と推測した．しかし，統制群と非統制群において，有意な差は見られなかっ

た．次に，仮説２に関して，献血と同じ援助行動である寄付行動の先行研究から，情報の透

明性が寄付行動を促す要素として挙げられた．そこで，「献血先の透明性（血が何に使われ

るか）を高めると，献血意欲は上がる．」と推測したが，統制群と非統制群とで有意な差は

見られなかった．これらの結果から，献血に対する知識を補うことは献血意志の向上に影響

しないと考えられる．その原因として，視覚のみによる教育は献血意欲を高める効果が弱い

ことが挙げられる．松阪・高本・兵頭（2011）による先行研究では，平成２１・２２年度に

愛媛県内すべての学校で行われた献血に関する約１時間の出前授業では，講座後，献血意欲

を大きく高める結果を示している．また，本実験で最初に献血に行こうと考えたことがある

かを質問したところ，いずれの群も約７割の回答者が「考えたことがある」と答えている．

このことにより，もともと献血に対する関心があっても，視覚のみによる教育が行動に移す

動機になる可能性は低いこと．そして献血意欲向上には，視覚の情報だけでない，献血に対

する態度を変化させる工夫が必要であると考えられる． 

 

5．研究の限界と今後の展望  

 本研究の限界は大きく２点あり，１点目は参加者数の少なさである．本研究は献血の未経

験者のみに絞って実験を行っており，実験参加者数は延べ 58 人であった．これらを各群で比

較した時に充分な参加者数を確保できていなかったことが，結果に影響を及ぼした可能性が

あると考えられる。２点目は，献血意志に対して数字のみでしか質問しておらず，献血意志

向上の要因や阻害要因を追究できていない点である．また，本実験では，実験参加者にその

場で知識を習得し，献血意欲の向上を試みたが，長期的な教育指導は行っていない．そのた

め，今後の研究では，実験参加者を充分にした上で，献血に対する意思決定の詳細な理由を



明らかにできるよう，実験内容を再設計すること．また，献血教育の長期的な視点に立った

研究に焦点を当てて行うことで，献血意欲を促すための示唆が得られると考える． 
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